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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】練習に依り、スイートスポットでボールをヒッ
トさせターゲット方向に正確にボールを打ち出し、且つ
距離感を養う事に役立つパッティングチップを提供する
。
【解決手段】長さ２０～２５ｍｍ×底辺１５～２０ｍｍ
×高さ５～７ｍｍ×インパクト面７～１０ｍｍの断面台
形の角柱ネオジム磁石のチップ１をパター２のスイート
スポット２ａにパターソール２ｂと垂直に装着してイン
パクト面でのボールヒットを体得させる。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
断面が台形で角柱のネオジム磁石のチップは長さ２０～２５ｍｍ×底辺１５～２０ｍｍ×
高さ５～７ｍｍ×底辺と平行なインパクト面７～１０ｍｍ幅の寸法を備え、これをパター
フェイスのスイートスポットにパターソールと垂直に装着してインパクト面でボールをヒ
ットする事に依りターゲット方向にボールを打ち出す正確なインパクトと距離感を養う練
習をする為のパッティングチップ
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案は、ゴルフのパッティング練習時に使用する断面が台形の角柱のネオジム磁石のチ
ップに関する。
【背景技術】
【０００２】
ゴルフのパッティング練習をする場合、通常は、市販の器具で練習している。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
パッティングのインパクトで方向性と距離感を安定させるにはスイートスポットでボール
をヒットさせる事が重要である。しかし、スイートスポットを外してヒットしている事が
多く正確にヒットさせる事が難しい。
【課題を解決するための手段】

【解決手段】
【０００４】
本考案は、断面が台形で角柱のネオジム磁石のチップは長さ２０～２５ｍｍ×底辺１５～
２０ｍｍ×高さ５～７ｍｍ×底辺と平行なインパクト面７～１０ｍｍ幅の寸法を備え、こ
れをパターフェイスのスイートスポットにパターソールと垂直に装着してインパクト面で
ボールをヒットさせる練習に依り、スイートスポットでボールをヒットさせターゲット方
向に正確にボールを打ち出し、且つ距離感を養う事に役立つ。
【考案の効果】
【０００５】
上述の様に、本考案のパッティングチップは、パターフェイスのスイートスポットにパタ
ーソールと垂直に装着してインパクト面でボールをヒットさせる練習をする事に依り、集
中力とターゲット方向に正確にボールを打ち出し、且つ距離感を養い体得出来る。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本考案のパッティングチップの立体図と断面図である。
【図２】本考案のパッティングチップを市販パターに装着時の図である。
【考案を実施するための形態】
【０００７】
断面が台形で角柱のネオジム磁石のチップは長さ２０～２５ｍｍ×底辺１５～２０ｍｍ×
高さ５～７ｍｍ×底辺と平行なインパクト面７～１０ｍｍ幅の寸法を備え、これをパター
フェイスのスイートスポットにパターソールと垂直に装着してインパクト面でボールをヒ
ットさせる練習に依り、スイートスポットでボールをヒットさせターゲット方向に正確に
ボールを打ち出し、且つ距離感を養える形状
【符号の説明】
【０００８】
１　パッティングチップ
１ａインパクト面
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１ｂチップ長さ
１ｃチップ底辺（装着面）
１ｄチップ高さ
２　市販パター
２ａスイートスポット
２ｂパターソール

【図１】 【図２】
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